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公立八鹿病院 緩和ケア病棟 

緩 和 ケ ア だ よ り  

ひ だ ま り  

新型コロナウイルスなどの感染予防のために面会を禁止させていただいており、

ご家族の皆様には、大変ご迷惑をおかけしております。 

10月より、緩和ケア病棟入院中の方を対象に、タブレット端末で面会してい

ただけるようになりました。画面越しではありますがお顔をあわせながらお話

していただくことで、少しでも安心していただけたらと思い、はじめました。 

毎年10月に開催している遺族会『ひだまりの会』は、新型コロナ

ウイルス感染予防のため、今年度の開催を中止いたしました。 

来年には、皆さまと笑顔で再開できる事を楽しみにしています。 

 
 がん患者のご家族の４人に１人はこのよう

な体験をしておられます。実はがん患者のご

家族は「第２の患者」といわれ、患者さんと

同じか、それ以上に心のケアが必要です。 

それでもご家族のつらさが強い時は… 

『レスパイト入院』をご利用ください。 
ご家族が少しの間休まれ、看病疲れを防ぎ、 

患者さんが望まれるおうちでの療養ができるだ

け、長く続くようお手伝いさせていただきます。 

朝夕めっきり冷え込み、先日のニュースでは天空の城「竹田城

跡」の雲海が見ごろと伝えていました。美味しい栗ご飯やマツタケ

ご飯、美しいコスモス畑など秋をたくさん感じてすごしたいですね。 

今回のひだまりは、がん患者さんのご家族についてお伝えしたい

と思います。 

ご家族のみなさん、無理なさっていませんか？ 

編集後記 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、面会制限

となっており辛い思いをされていると思いますが、

可能な形で患者さんとご家族が面会できるように考

えています。寒くなってきましたが栄養をしっかり

とって体調に気をつけて過ごしていきましょう。 

このようなつらさがあるのに、『自分がしっかりしなくては…』

と言い聞かせておられませんか？ 

毎日の看病で 
疲れがとれない 

これまでしていた 
趣味や旅行ができない。
ストレスがたまるな… 

この先どうな
るか不安で 
眠れない… 

レスパイト入院は、 

一時的に在宅介護が困難に 

なる場合にご利用下さい！ 

がん患者家族の 
つらさ 

心のケアのために、周り
の誰かに助けを求めたり、
お話しを聴いてもらう 
ことをおすすめします。 

病気で変わって 
いく姿を見るのが 

つらい… 

体力の 
限界だ… 

オンラインでの面会サービスを始めました 

遺族会「ひだまりの会」開催中止のお知らせ 

庭園にたくさんの
みかんが 

実りました！ 


